
 1 

フ ェ ア プ レフ ェ ア プ レフ ェ ア プ レフ ェ ア プ レ ーーーー    

全国中学総体サッカー大会において橘中学が苦しい試合を勝ち抜き、

初出場初優勝の快挙を成し遂げた。決勝戦をテレビで観戦したが、橘

中学の選手はひとりひとりが自らの役割を認識し、技術・体力・気力

のどれをとっても相手校を凌駕していた。そして何よりもフェアな試

合であったことがこれらの勝敗の分れ目を際立たせてくれた。これは

監督をはじめとする指導者の指導方針の一貫性と細やかな気配りの成

果であろう。  

 私は昭和四一年度の藤枝東高校の卒業生だがサッカーは体育の授業

や全校クラス対抗サッカー大会でやった程度で専門家ではない。また、

四級審判の資格を持っているといっても、これを失うのが心残りで毎

年講習会に出ては辛うじてペーパー審判の資格を維持している程度で

ある。しかしこの試合を見て、高校時代にクラスメートでサッカー部

の清水祥右君が、当時の監督であった故長池實先生の指導について「恐

い恐い、味方がラフプレーをしようものなら物凄い剣幕で叱られる」

と言っていたのを思い出した。つまり、ラフプレーなど覚えると技術

の進歩は望めないということである。最近の小学生のサッカーを見て

いると、時として眉をひそめたくなるようなプレーに出くわすことが

ある。指導者はこれを見過すことなく子供達の技術を伸ばしてほしい。 

 そして技術と技術のぶつかり合いを楽しませて頂くために、もう一

つ申し上げたいことがある。審判のレフェリングの問題である。選手

の技術を十分に引出した好試合にするか、ギスギスした試合にするか、

緊張感のない試合にするか、審判のレフェリングに負うところが大き

い。審判にも技術を磨いて頂きフェアプレーをお願いしたい。  
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